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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

全
性
担
保
は
取
引
先
も
同
様
で

す
が
、
法
務
部
門
か
ら
の
内
容

を
一
方
的
に
取
引
先
に
伝
え
る

だ
け
で
は
契
約
交
渉
は
平
行
線

の
ま
ま
で
締
結
に
は
至
り
ま
せ

ん
。営

業
担
当
者
が
自
社
リ
ス
ク

を
解
す
る
こ
と
が
相
手
リ
ス
ク

の
理
解
に
な
り
ま
す
。
取
引
先

の
条
件
と
の
妥
協
点
を
見
出
す

た
め
に
は
、
営
業
担
当
者
の
取

引
先
へ
の
理
解
と
交
渉
力
が
重

要
で
す
。
営
業
担
当
者
は
営
業

交
渉
か
ら
契
約
交
渉
ま
で
の
長

い
間
、
取
引
先
と
の
信
頼
関
係

を
育
み
、
取
引
先
リ
ス
ク
を
判

っ
た
上
で
契
約
交
渉
を
行
な

い
、
多
く
の
取
引
先
と
の
交
渉

を
通
し
て
経
験
を
積
み
、
さ
ら

に
営
業
力
向
上
に
つ
な
が
り
ま

す
。現

場
担
当
者
が
契
約
書
の
法

務
リ
ス
ク
へ
の
理
解
を
深
め
、

法
務
部
門
と
協
力
し
て
マ
ニ
ュ

ア
ル
や
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
ジ

タ
ル
化
・
Ｄ
Ｘ
化
の
連
携
を
後

押
し
す
る
こ
と
が
迅
速
な
契
約

締
結
の
鍵
に
な
る
と
考
え
ま

す
。

た
る
契
約
ポ
リ
シ
ー
で
の
運
用

も
多
く
確
認
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
。

迅
速
な
契
約
処
理
の
解
決
策

の
ひ
と
つ
は
、
自
社
の
契
約
ポ

リ
シ
ー
の
見
え
る
化
と
、
営
業

担
当
者
な
ど
の
事
業
担
当
現
場

へ
一
部
判
断
の
権
限
移
譲
で

す
具
体
的
手
順
の
一
例
に
は


法
務
部
門
が
契
約
書
に
記
載
さ

れ
る
べ
き
条
項
、
不
利
な
条
項

が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
否
か
な

ど
の
チ
ェ
ッ
ク
内
容
を
自
社
契

約
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
整
理
、
観

点
を
統
一
。
こ
れ
ら
を
マ
ニ
ュ

ア
ル
や
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
し

て
社
内
に
公
表
す
れ
ば
基
本
的

な
契
約
書
の
内
容
を
営
業
担
当

者
が
自
身
で
適
切
に
確
認
で

き
、
契
約
知
識
の
属
人
化
解
消

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

営
業
担
当
者
へ
の
一
部
判
断
の

権
限
移
譲
で
法
務
担
当
者
は
重

要
で
難
易
度
の
高
い
契
約
条
文

の
み
の
確
認
に
専
念
で
き
、
回

答
ま
で
が
迅
速
化
し
ま
す
。

法
務
部
門
は
、
自
社
の
法
務

リ
ス
ク
を
優
先
す
る
立
場
で
法

的
な
厳
密
さ
に
基
づ
く
契
約
書

案
を
提
示
し
ま
す
。
自
社
の
安

い
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
確
認
が
必
要

な
内
容
を
把
握
し
て
い
な
か
っ

た
り
、
自
社
の
契
約
ポ
リ
シ
ー

を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
り
す

る
た
め
、
契
約
条
件
の
可
否
判

断
に
迷
い
が
生
じ
ま
す
。
経
験

の
浅
い
営
業
の
場
合
は
、
未
チ

ェ
ッ
ク
の
ま
ま
法
務
部
門
に
内

容
確
認
を
依
頼
す
る
、
い
わ
ゆ

る
「
丸
投
げ
」
を
す
る
時
も
あ

り
ま
す
。

法
務
部
門
の
役
割
は
契
約
書

審
査
や
作
成
な
ど
契
約
法
務
の

ほ
か
に
も
、
知
財
管
理
、
訴
訟

対
応
、
労
務
・
労
働
問
題
、
株

主
総
会
や
取
締
役
会
な
ど
の
機

関
法
務
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
依
頼
さ
れ
た
法
務
担
当
者

は
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
行
な
い

つ
つ
、
社
内
の
多
数
の
部
門
か

ら
依
頼
さ
れ
た
契
約
書
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
営
業
担
当
者

へ
の
返
答
に
は
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
が
、
そ

も
そ
も
自
社
観
点
で
の
契
約
ポ

リ
シ
ー
が
な
い
、
法
務
担
当
内

で
も
人
に
よ
っ
て
観
点
の
揺
ら

ぎ
が
あ
る
、
取
引
先
ご
と
の
個

別
対
応
が
必
要
な
ど
多
岐
に
わ

意
さ
れ
ま
す
が
、
細
か
い
契
約

条
件
の
調
整
は
営
業
フ
ェ
ー
ズ

が
終
わ
っ
た
後
に
行
わ
れ
る
傾

向
で
、
こ
の
契
約
交
渉
に
難
航

し
数
カ
月
か
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う

か
。契

約
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
た
営

業
担
当
者
は
、
取
引
先
か
ら
送

ら
れ
る
契
約
書
を
読
み
、
事
前

合
意
し
た
契
約
内
容
が
き
ち
ん

と
記
さ
れ
、
内
容
に
問
題
が
な

何
度
も
吟
味
を
重
ね
た
提
案

書
に
よ
る
長
い
営
業
交
渉
の

末
、
よ
う
や
く
お
客
様
か
ら

「
御
社
に
決
め
ま
し
た
」
と
い

う
言
葉
を
も
ら
う


営
業
担

当
者
の
苦
労
が
報
わ
れ
る
嬉
し

い
瞬
間
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ

か
ら
ま
た
別
の
戦
い
が
始
ま
り

ま
す
。
そ
う
、
契
約
締
結
手
続

き
で
す
。

案
件
の
実
施
内
容
や
契
約
金

額
、
期
間
な
ど
は
提
案
時
に
合◇

も
ぎ

み
ほ

入
社
以
来
シ
ス

テ
ム
開
発
の
Ｓ
Ｅ
と
し
て
従
事
、
現

在
は
自
社
契
約
ポ
リ
シ
ー
の
整
理
と

共
有
に
よ
り
契
約
業
務
Ｄ
Ｘ
を
推
進

す
る
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
契
約
チ

ェ
ッ
カ
ー
」
を
担
当
。
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契約交渉の時間短縮をめざして


